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はじめに 

 数字の「5」については、10進法での数字の記数法が普及している中にあって、10の半分の数字と

いうことで、おそらく多くの人が身近に感じている数字なのではないかと思われる。 

今回は、この数字の「5」について、それが現れてくる例やその理由等について調べてみた。 

数字の「5」は、人間の体を表す言葉によく使われる 

人間の感覚は、触覚、嗅覚、視覚、聴覚、味覚の「五感」で表される。 

また、人間の味覚は、「五味（ごみ）」と呼ばれる、甘味・酸味・塩味・苦味・うま味の 5種類に分

けられる（なお、これとは異なる分けられ方をする場合もある）。 

さらに、人間の身体を表す言葉に「五臓六腑」というものがあるが、この「五臓」というのは心臓、

肝臓、肺臓、腎臓、膵臓の 5 つの内蔵のことを指している。「六腑」とは、胆・小腸・胃・大腸・膀

胱・三焦を指しているが、関係臓器がない三焦を外して「五腑」とすることもある。 

「五体」と呼ばれるものには、いろいろな解釈があり、東洋医学では、筋、脈、肉、骨、毛（また

は皮）、漢方では、筋、血脈、肌肉、骨、皮、さらに、頭・首・胸・手・足、若しくは両手・両足・頭、

のことを指している場合もある。 

人間を含む多くの哺乳類は、手足の片側に 5 本の指を有している。なぜ、5 本の指を有するように

なったのかについては、進化の結果とされるが、あまり明らかではないようだ。ただし、このことが、

人間の体や感覚を表す言葉に、「5」という数字がよく使われていることと関係していると推測するこ

とは自然なことと思われる。 

なお、人間の両方の指が 10本であること（両手・両足の指の合計が 20本であること）が、数字の

位取り記数法について 10進法（時には、20進法）が普及してきたことと関係しているとの説明はほ

ぼ納得がいくものだと思われる。このあたりの位取り記数法に関する詳しい内容については、別途の

研究員の眼で報告することにし、ここではこれ以上は触れない。 
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五行思想 

「五行思想（ごぎょうしそう）」又は「五行説（ごぎょうせつ）」というのは、古代中国に端を発す

る自然哲学の思想で、万物は火・水・木・金・土の 5種類の元素からなるという説である1。西洋の四

大元素説（四元素説）と比較される思想となっている。 

なお、「陰陽説」（天地万物は全て陰と陽から成り立っており、それぞれが消長を繰り返すという思

想）と「五行説」が結びついて、気の５つの様態を表すようになったものが「陰陽五行説」と呼ばれ

ている考え方である。 

五輪 

「五輪」というのは、仏教で万物を構成するとされる「地・水・火・風・空」（五大）のことを指

している。「五輪塔」というのは、下から、方形の地輪、円形の水輪、三角の火輪、半月型の風輪、

団形の空輪からなるもので、先祖代々の墓等の各所にみられる。また、法隆寺等で有名な「五重塔」

も、下から、地（基礎）、水（塔身）、火（笠）、風（請花）、空（宝珠）からなるもので、それぞれが

5つの世界（五大思想）を示し、仏教的な宇宙観を表している。 

なお、「五輪」と言えば、日本ではオリンピックのことを指しているが、これはオリンピックの 5

本の輪の紋章に因んでいる。ただし、これは日本独自の翻訳語であり、他の漢字圏国を含めて、世界

では通用しない。例えば、オリンピック（競技会）は、中国語で「奥林匹克運動会」と表記される。

因みに、「五輪」の名称は、2019年 2月に、IOCにより、日本国内において商標登録されている。 

楽譜は五線譜 

西洋音楽の楽譜は「五線譜」に書かれている。なぜ「五線」なのかということ 

については、必ずしも明確ではない部分もあるようだが、以下のような歴史的な 

経緯があったようだ。 

古代ギリシアの時代には、楽譜は文字と記号だけで表されていた。 

キリスト教の聖歌に関して、9 世紀には音の上がり下がりを直線や曲線で表した「ネウマ」と呼ば

れる記譜法が使用されていたが、その後、音の高低を正確に表すためにまずは 1本の横線が引かれる

ようになり、さらに本数が増えていき、13世紀には 4本の譜線が引かれる形が定着していったようで

ある。4本の譜線は人間の声域をほぼカバーしていた。 

15世紀から 16世紀にかけては、鍵盤楽器のために 5本の譜線による記譜法が少しずつ普及してい

った。必要に応じて等の観点から、6本や 7本、さらには 10本以上の線が書かれることもあったよう

だが、あまりにも線が多いと、人間の判別が困難になってしまうことになる。 

楽譜の線が 5本に落ち着いたのは、17世紀に入ってからで、イタリアのオペラ界で音楽による楽譜

の違いを統一し、煩雑さを無くそうとする動きが出てから、とのことのようである。五線譜では、一

番上の線の上や一番下の線の下に接して音符を置くことで 11 の異なる音を表すことができるが、こ

 
1 なお、漢数字の「五」は、指事文字で、上下の２つの棒が天と地を表し、交差する棒は天地に作用する 5つの元素（火・

水・木・金・土）を表している、と言われている。 
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れは 1オクターブの音（ドから高いドまで）を含んでおり、人間の声域もカバーしている。さらには、

オルガンやチェンバロといった当時の中心的な鍵盤楽器に適したものになっていた。五線譜が選択さ

れたのは、このように最低限要求されるニーズを満たしており、加えて 5本の線が人間の判別が可能

な範囲にあったことから、様々な音楽を表記するのには最も適した数であったということが、理由に

挙げられるものと推測される。こうして、オペラ先進国のイタリアから世界に五線譜が広まっていっ

た、とのことである。 

現在、五線からはみ出る音に関しては、加線という短い線を記入して、音符を書いている。 

日本の小中学校の成績評価は 5段階方式 

小中学校の通信簿の評価が 5段階で行われており、「5」が最上位の評価になっていたので、「5」と

いう数字に特別な感情（？）を抱いている方も少なからずいらっしゃるかもしれない。 

会社の人事評価等においても、同一の評価対象のグループを５つに区分したりすることも行われて

いるようだ。 

5 段階で区分する場合には、各区分に、例えば全体の 10％、20％、40％、20％、10％を配分する

というようなことが行われることになる。 

高校の成績評価は 10段階方式 

一方で、多くの高校では、より詳細な評価が行われ、10段階評価が行われているようだ。日本人は

平均的な評価を行う傾向があると思われるが、5段階評価の場合、「3」が丁度真ん中に位置していて、

いかにも平均的な評価と言うことになるが、10段階評価の場合、丁度中央に相当する値がなく、中央

値は 5と 6の平均値ということになってしまう。この場合、5と 6ではちょっと異なるイメージを有

することになってしまうかもしれない。 

その意味では、小中学校の場合には、5 段階評価が適しており、高校からはより差別化された 10

段階評価が適しているということなのかもしれない。なお、高校での 10 段階評価を 5 段階評価に換

算する場合には、「5と 6を 3とする」、「4、5、6を 3とする」さらには「3、4、5を 3とする」とい

うような方式が採用されているようだ。単純に考えれば、最初の方式が最も合理的な印象を受けるが、

実際には低い評価を行うことに対する消極的なスタンス等も反映されて、結構 2番目や 3番目の方式

が採用されているようだ。 

会社等の中長期計画は 5年が多い 

会社等が経営の中長期計画を策定する場合には、5年程度で行われることが多い。10年では長すぎ

るし、3 年では少し短いということもあり、一定の方向性を目指して実行する期間としては「5 年」

が適当と考えられているようだ。 

国勢調査は 5年毎 

日本の国勢調査は 5年毎に行われる。 

国や自治体における各種施策の実施のためには、例えば毎年等の適時の把握が望まれるが、一方で
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現在の調査方法では、その実施に時間やコストがかかることから、大正 9 年（1920 年）の第 1 回調

査から 5年毎に実施されてきている。変化の激しい時代に、デジタル化が進行してきて、将来的には

さらに短期間での実施も可能になるかもしれないが、過去との継続性の問題や 5年毎の方が変化の大

きな流れを把握しやすいというメリットもあるかもしれない。 

五角形、五芒星 

「五角形」については、以前の研究員の眼「黄金比φについて（その１）－黄金比とはどのような

ものなのか－」(2020.11.10)において、正五角形が黄金比と深く関連していることや「五芒星（ごぼ

うせい）」について紹介した。 

以下の図の「五芒星（ごぼうせい）」（あるいは「ペンタグラム（pentagram）」）は、5 つの角を持

つ星型正多角形で、互いに交差する長さの等しい 5本の線分で構成され、中心に五角形が現れる図形

となっている。美しい図形として、歴史的にも、また現代のデザイン等でもよく使用されており、例

えば、米国の国旗である星条旗等の国旗にも五芒星が見られる。また、五芒星は、世界中で魔術や錬

金術の象徴的な記号とされ、強い魔除けの力を持つモチーフとして知られている。 

 

 

 

 

五角形は、辺の数と対角線の数が等しい唯一の多角形となっており、このことも五角形が特別視さ

れる背景になっているものと考えられている。 

正多面体は 5種類のみ 

以前の研究員の眼「サッカーボールは球形なのか－馴染み深い白黒のサッカーボールは、切頂二十

面体と呼ばれるものがベースだってこと知っていましたか－」(2018.6.11)で紹介したように、「正多

面体(regular polyhedron)」2には、以下の 5種類しか存在しない。 

 正四面体（牛乳パック等に使用されていた形） 

 正六面体（いわゆるサイコロ型である） 

 正八面体（8枚の正三角形で構成される） 

 正十二面体（12枚の正五角形で構成される） 

 正二十面体（20枚の正三角形で構成される） 

ユークリッドの「原論」に定められた公準は５つ 

有名なユークリッドの「原論（Elements）」は、以下の５つの公準と９つの公理を定めている。 

 
2 「正多面体」とは、全ての面が合同な正多角形からなり、各頂点に集まる辺の数が全て等しい多面体。ギリシアの哲学者
プラトンに因んで、「プラトンの立体」とも呼ばれる。 

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=66049?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=66049?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=58826?site=nli
https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=58826?site=nli
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公準 1：任意の 2点が与えられたとき、それらの 2つの点を結ぶ線分を引くことができる。 

公準 2：与えられた線分は、いずれの側にも、どこまでも延長できる。 

公準 3：与えられ任意の点に対し、その点を中心として任意の半径の円を描くことができる。 

公準 4：全ての直角は互いに等しい。 

公準 5：ある直線が他の 2 直線と交わるとき、その直線に隣接する内角の和が 180°未満ならば、

この 2直線は限りなく延長された時、どこかで交わる（いわゆる「平行線公準」と呼ばれ

るもので、これは「三角形の内角の和は 180°である」と言い換えることもできる）3。 

グラフ理論における平面的でないグラフ 

「平面的グラフ」というのは、頂点以外の点で辺が交差しないように平面に書けるグラフ、のこと

をいう。また、「完全グラフ」というのは、任意の 2 頂点間にそれらを結ぶ枝（辺）があるグラフ、

のことを指しており、n個の頂点を有する完全グラフはKｎで表される。具体的には、以下のようなグ

ラフになる。 

      K4            K5                      K6 

 

 

 

 

 

「5個の頂点を持つ完全グラフK5」は、全ての 2個ずつの頂点を直線又は曲線で結んだ場合に、ど

のように結んでも、少なくとも 2本の線が交差する。則ち「平面的でないグラフ」になる。 

「5」はこのように「完全グラフKnが平面的なグラフにならないような nの最小数」になっている

（例えば、4個の頂点を持つ完全グラフK4は、下図のように平面的グラフになる）。 

          

 

 

 

 

 

その他 

その他に、数字の「5」や「五」が現れるケースとして、例えば以下のものが挙げられる。 

・五大湖：米国及びカナダの国境付近に連なる 5つの湖の総称で、スペリオル湖、ミシガン湖、ヒュ

ーロン湖、エリー湖、オンタリオ湖の 5つの湖からなる。 

 
3 この「第 5公準」が成り立たないとして成立する幾何学が「非ユークリッド幾何学」と呼ばれるものである。 
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・富士五湖：山梨県側の富士山麓に位置する 5つの湖の総称で、本栖湖、精進湖、西湖、河口湖、山

中湖の 5つの湖からなる。 

・五大陸：ヨーロッパ・アジア・アフリカ・オセアニア・アメリカ 

・五大洋：太平洋・大西洋・北極洋・インド洋・南極洋 

・五節句：七草の節供（1月 7日）、桃の節供（3月 3日）、菖蒲の節供（5月 5日）、笹の節供（7月

7日）、菊の節供（9月 9日） 

・五倫五常：儒教の教えで、人として常に踏み守るべき道徳のこと 

・五穀豊穣：五穀（米、麦、粟（あわ）、豆、黍（きび）または稗（ひえ）という、古くから主食と

して食べられてきた 5大穀物）が豊かに実ること 

・5人制のスポーツ：バスケットボール、フットサル、ゲートボール、ビーチサッカー、 

ビーチラグビー、ファウストボール等   

最後に 

今回は数字の「5」について、それが現れてくる例やその理由等について、報告してきた。 

「5」という数字は、10進法での数字の記数法が普及している中にあって、10の半分の数字という

ことで、おそらく多くの人が身近に感じている数字なのでないかと思われる、と述べた。これは、む

しろ今回説明したように、「5」あるいは「10」という数字が、人間の身体に関係しているからこそ、

10進法が受け入れられ、「5」という数字が幅広く使用されてきた、という背景がある。 

さらには、「5」という数字は、以前の研究員の眼で紹介したような「4」に比べると、決して合理

的な調和のとれた数字、というわけではないと思われるが、微妙なバランス感を有する数字というこ

とで、数学の世界の中でも結構「5」という数字が重要な位置付けを有する場面で現れてきている。 

「5」という数字も、各種の意味合いを有していることで、結構興味深い数字だと感じていただけ

ればと思っている。 

https://www.nli-research.co.jp/report/detail/id=73326?site=nli



